
 

 

  

 

 

  

 

長野県長野高等学校 

定時制だより第７号 

2024年 12月 27日 

 

12 月 24 日(火)に生徒会企画の『冬季親睦会』が催されました。秋からの新生徒会役員を中心に企

画・準備・運営する初めての行事でした。普段から同じ学年生徒同士のみならず、学年の枠を超えて

仲が良く、秋のスポーツデーでも学年混合チームでの対抗戦でしたが、今回の冬季親睦会でも同様に

混合チームで参加していました。生徒全員が楽しむことができるように、「クリスマスクイズ」、「ジェ

スチャーゲーム」、「チーム対抗イントロドン！」、「ビンゴゲーム」が用意され、みんな笑顔で楽しい

時間を過ごしていました。今年最後が笑顔で締めくくれたことは、大変良かったと思います。 

▲豪華景品をめぐって、チーム対抗のクリスマスクイズ、ジェスチャーゲーム、イントロクイズ 

▲ ビンゴ大会で好きなケーキと景品を全員がもらった ▲ 各自の好きなサンドイッチを食べた 

今年最後のお楽しみイベント 冬季親睦会 

年末となり、今年も定時制の教室がある廊下にツリーが設置されまし

た。飾りつけは、1年生の皆さんがワイワイ楽しみながら協力し合って行

ってくれました。冬になり日が短くなり、校内が暗くなる中、ツリーのキ

ラキラと光り輝く様子が、周囲や生徒職員の心まで明るくしてくれまし

た。 



 

  

 

 

  

 

春から金曜日 0 時間目に開講されていた総合的な探究の時間『エディブル・スクール・ガーデン』

も今月で終了しました。今年度の取り組みとして、①夏野菜・秋野菜の栽培、②2 つ目のベリー畑づく

り、③芋煮会、④地域・環境学習が行われました。特に野菜の栽培では、講師の坂口さんが同じ野菜で

あっても様々な品種のものを選んでくださり、成長過程の葉や茎の大きさや実の大きさの違いなど観

察しながら世話をすることができたと思われます。 

また来年立派な野菜を育てることができるように、「畑じまい」という畑の整備を行いました。既に

冬で日が短くなっていて薄暗くなっていましたが、生徒たちは協力し合って、畑を耕してから表面を

平らにし、校内の木々の落ち葉を加え、腐葉土を混ぜ、藁を敷いて、冬の間畑が休養し、栄養を蓄える

ように畑を整えました。今年一年の豊作に感謝し、また来年数多くの野菜が実ることを楽しみにした

いと思います。 

▲ 畑を耕し、平らに整地 

▲ 落ち葉を畑全体に広げる ▲ 最後に藁を敷き詰める 

金鵄会による活動支援
12 月 12日(木)に長野高校同窓会金鵄会山口利幸会長、

原良通事務局長より定時制の生徒たちの活動に対する活

動支援金の贈呈が行われ、生徒を代表して生徒会長の阿

部翔之助さんが受領しました。自分たちの活動が多くの

方々に支えられていることを改めて認識し、今後もその

期待に応えることができるように励むことをお伝えしま

した。 

▲ 山口同窓会長（真ん中右）、原事務局長（右） 

総合的な探究の時間 『エディブル・スクール・ガーデン』 

畑じまい 

▲ 校内の木々の落ち葉撒き 

▲ 腐葉土を畑全体に撒く 


